
活動団体名：NPO法人大月地域資源活用協議会

活動地域 ：高知県幡多郡大月町

活動におけるテーマ

『大月の山から繋がる地域循環共生圏
複数のぼちぼち山業で豊かな生活スタイルをつくる』

本事業への関わり：2年目

令和5年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 配布資料
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活動団体と地域の紹介

活動団体の紹介
四国の西南端、大月町でこれまで「当たり前のもの」として見過ごされてきた地域の宝を探し、その恵みを次世
代へ渡すために色々な取り組みを支えています。美しい海で楽しむクリアカヌー、観光ガイド、自伐型林業、へ
んろ古道活用、お遍路さんと地域住民との交流所「よっちみたや」、国際的な芸術文化交流など、お金に換
算できない、統計には表れない「豊かさ」も伝えていこうとしています。

https://www
.orranc.com/

地域の現状と課題

・農業、漁業が盛んな地域

・ダイビングのメッカと呼ばれるくらいきれいな海があり、地上からもサンゴ礁を見る
ことができる

・林業従事者の不足によって、間伐等が進まない荒廃林が増えている

・木を伐る仕事だけで家族を養うのは大変

・雑木林の活用がされていない 

資源

・森林,山林資源→原木市場で取引されない広葉樹などは隣の市のチップ工場へ持っていかれる

・大月町備長炭生産組合や森林組合、小規模林業従事者のような大月町の森林資源で生計を経てる団体、個人
・多様な移住者：こういうことがしたい！という意志があり、生活の中で実践している



・循環する山林資源を把握、整える
・山業従事者の研修制度をつくる
・みつけた事業のタネを育てる
・新たな山業従事者を増やす
・魅力的な地域づくり・発信
・移住者同士のコミュニティ、移住者と地域をつなげる運営チームの強化
・町内で広葉樹の消費をふやす仕組みづくり→町内で木質バイオマスの稼働を目指す
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地域の「ありたい未来」を実現するために何をするか

地域のありたい未来

大月の山から繋がる地域循環共生圏
複数のぼちぼち※山業で豊かな生活スタイルをつくる
※山業:山の資源を活用して生業にしている人。木を伐採する人だけではなく、木や山地を活用する人も含めた生業。

地域のありたい未来を実現するために、中長期的に見て必要な取組や仕組みは何か

今年度取り組みたい事（本事業でチャレンジしたい事）

・生業をつくる：見つけた事業のタネを育てる
・新しい仲間を見つける：地域の魅力をつくり、発信する
・知ってもらうきっかけづくり：町内・町外で活動に関わってくれる新たな協力者を見つける
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現時点の地域版マンダラ

薪ボイラー利用促進

情報発信
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活動計画（概要）

・山師さんが足りていない
・山主さんとの繋がりがうすい
・活用されていない広葉樹の使いみちを模索したい
→利益率の高い活用方法は？
・町内に仕事が少ない

環境整備を通して構築する “地域プラットフォーム” のイメージ（体制、機能、規模感、等）

・生業をつくる：事業のタネの生産体制を整える,担い手が欲しい団体と担い手になりたい人をつなぐ

・情報を発信する：行政と民間がともに町内山業従事者を増やすために情報交換しリソースの共有をする

・山主が山師に山を預けられる仕組みづくり

・町内で広葉樹の消費を増やす仕組みづくり

複数のぼちぼち山業で豊かな生活スタイルをつくる
・山業×〇〇で魅力のある町
→山業以外の○業が町内でにぎわっている状態
→活発な活動をしている地域は魅力的

地域プラットフォームを形成して
解決したい地域の課題 地域のありたい未来

想定している資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む

・森林・山林資源とその関係事業者

・町内に山を所有する山主

・多様な移住者：こういうことがしたい！という強い意志をもち、生活の中で実践している

・NPO法人大月地域資源活用協議会：移住者と地域住民を繋ぎ、やりたいことのある移住者の背中をおす

・大月町備長炭生産組合：立ち上げから10年以上、地域の若者に雇用を生んできた山業事業者

・大月町役場産業振興課・まちづくり推進課：情報共有・地域おこし協力隊・山業事業者増を目指す
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目指す“地域プラットフォーム”のイメージ

・山主さん
・町内ダイビングショップのスタッフ
・町外事業のタネに関わる講師・アドバ
イザー
・地区長
・町内ひきこもり支援団体
・農事法人

2023年3月 1年後の地域プラットフォームのイメージ

・山主さんとヒアリングができていないの
で今後の活動の理解をしてもらえるか
・民間だけでは限界がある。行政をどこ
まで巻き込むことができるか
・広葉樹すきま事業の数を増やしたい
またどの程度の経済効果が見込めるの
か

←新たに加わってほしいSH

←想定している課題・阻害要因

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ



4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

生業をつくる：
黒炭製炭事業

生業をつくる：
お茶生産

生業をつくる：
その他

知ってもらう
きっかけづくり

地域の魅力づくり
・
発信
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協定締結（活動予算執行開始）

◆キックオフ ◆成果報告会

◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール

ステークホルダーミーティング

中間共有会

共生圏フォーラム

◆研修先挨拶
＠室戸・梼原

炭窯づくり
研修＠室戸

炭窯づくり
研修＠大月

炭づくり研修
＠梼原

炭づくり研修
＠大月

◆専門家ヒアリング 専門家派遣

原料採取・生産体制を整える

◆町内販売開始 ◆町外販売開始

◆モザイク林一括管理：登記情報の確認、地区へヒアリング

◆グリーンウッド
ワーク

山主さんとつながる
（地籍調査同行）

◆山と防災についての学習会

山業従事者
インタビュー

◆WEB公開

◆キクラゲ生産
実験：コマ打ち

◆薪生産希望者作業場見学 生産体制を整える

◆キクラゲ生産
実験：結果集計

親子での自然体験とアート活動
年度末3回程度

モザイク林一括管理：山主さんへヒアリング

モザイク林一括管理：施業開始
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